
2018（平成30）年３月31日に定年退職される先生方に
在職中の思い出を語っていただきました。
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　私が駒澤大学に勤務しました41年の間には、大学を
取り巻く様々な状況（大学進学率や大学教育に対する
社会的要請など）が著しく変化してきました。いかに
変更してきたかは、そうした状況の変化を象徴的に反
映している学生採用枠の変遷を見れば明らかです。本

　私は教員になって以来、ゼミの学生を連れてフィー
ルドワークに出かけた。かつては日本の地方都市の町
おこしの実態を調査したあと、ハワイのエスニック・
コミュニティのリーダーのインタビュー調査に連れ出
すということもやった。海外調査の場合は費用が嵩む

　思い出として残ることは、ゼミ生とのゼミでの教育・
研究であった。新たな社会的問題が常にわいて、ゼミ
のテーマにとり上げ、学生といっしょに悩み探求して
きた。ゼミの卒業生は社会的に活躍し、今後さらに将
来が楽しみである。各種委員会や組合の活動は、他学

　私が就任したのは1980年で、まだＸ線撮影にフイル
ムが用いられていました。ほどなく登場したイメージ
ングプレートに新鮮な驚きを感じたのを覚えています。
今や、それもフラットパネルに変わりつつあります。
CT、MRI、リニアックの発展も同様で、当時は考えら

学に私が勤務した頃は、入学定員の倍近い人数の学生
を採用していました。今では、入学定員に限りなく近
づくまで採用枠を狭めています。本学での41年間を振
り返ってみますと、一つの身体でいくつかの教員人生
を経た如くと思えるほど、大学を巡る状況が変化して
きた印象があります。

ので、止むを得ず希望者のみ参加としたが、それでも
多くの学生がついてきた。録音してきた英語の音源を
苦心惨憺翻訳して各自がそれなりのレポートにまとめ
た。私も本気で付き合った。これからの世の中、こう
した教育はアカハラとかパワハラと言われるだろうか。

部の教員や職員と親しく交流し、数多くの友人ができ、
友情を培うことができた。これらのことが学問領域や
趣味の世界を広げ、幅広い知識を得る機会となり、人
間的にも成長したと思う。在職中、いくつかの難問に
あたっても、支えていただいた教職員方には、深く感
謝します。

れなかったような精密な診断と治療が可能になりまし
た。診療放射線技師の仕事も高度化し、本学の技師教
育も３年制短大から博士課程を有するまでになりまし
た。教え子たちも病院で活躍しており、その教育に携
わった満足感があります。本学が今後もますます発展
していくことを願います。

41年間を振り返って

教育とはなにか

思い出は、造るもの

医療技術の進歩に目を見張る


